
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

小3 算数 長いものの長さのはかり方と表し方「きょり・道のり」 オクリンクプラス
LIVEモニタリング

距離や道のりの意味を知り、自分で考えた地図で問題作りをしながら長さを表す
単位（km）を理解する

準備：
・共有コードを使用してカード（問題カード、問題を作ろうカード、自由に問題を作ろうカード、ヒントカード
①②）を取得する。
・「問題カード」「問題を作ろうカード」「自由に問題を作ろうカード」を子供たちのマイボードに送信する。
・みんなのボードに「問題を作ろう」「問題１」「問題２」「問題３」を用意する。
授業の流れ：
1. マイボードに送られた「問題カード」を開き、道のり、きょりについて単位に気をつけながら記入する。
2. 先生はLIVEモニタリングで確認しながら、進み具合に応じてヒントカード①②を送る。
3. 全体で「問題カード」の解答を確認する。
4. 各自、「問題を作ろうカード」を開き、地図に家や駅などのアイコンを置き、長さを書き込む。問題文

「〇～〇までの」にアイコンを配置し、答える単位（「何m」「何km何m」のどちらか）を配置する。
カードが完成したらみんなのボード「問題を作ろう」に送る。みんなのボードで他の子供の問題を見る。
※早く問題が作成できたら、「問題を作ろうカード」を複製したり、「自由に問題を作ろうカード」にオリ
ジナルの問題文を作成する。

5. みんなのボード「問題を作ろう」の中から、送られた問題を解いてみんなのボード「問題１」に送る。
6. 同様に、問題２、問題３の問題に取り組む。全体で答えを確認する。

• 長さを表す単位を用いて自分で問題を作ったり、友達が作った問題に取り組んだりすること
で、きょりや道のりについて理解を深めることができます。

• LIVEモニタリングを用いることで、必要に応じて全体または個人にヒントカードを送るなど、ク
ラスの理解度に応じた授業進行や、一人一人に応じたフォローをすることができます。
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ICTサポータの活用事例
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